
能登半島地震の発生に伴い、
本町の避難所の確保や応急
仮設住宅の建設予定地の
確保は。

きずな  松本 万之
まつもと　  かずゆき

会
派
代
表

手話通訳者・要約筆記者の
申請方法も掲載しております。

※予定は変更する場合があります。
　詳しくはホームページをご確認ください。

［ 3月4日･5日 ］
15人の議員が質問傍聴のご案内

議
員
が
町
政
を
問
う

一
般
質
問

質
問
に
は
会
派
代
表
で
行
う
も
の
と
、個
人
質
問
が
あ
り
ま
す
。

各
記
事
は
質
問
を
し
た
議
員
本
人
が
作
成
し
て
い
ま
す
。

令和６年第２回定例会（予定）

5/ 24（金） 請願・陳情提出期限
6/ 3（月） 9：00 開会
 4（火） 9：00 一般質問１日目
 5（水） 9：00 一般質問２日目
 12（水） 議案に対する質疑
 13（木） 9：00 総務企画委員会
　　　   14：00 建設経済委員会
 14（金） 9：00 文教厚生委員会
 19（水） 14：00 閉会

一般質問の様子が
テレビで放送されます。
6/8（土）・22（土） 9時～
CCNCケーブルテレビにて放送予定！

《答弁部署の略号》

次
回
の
議
会
は…

テ
レ
ビ
で
議
会
を

観
て
み
ま
せ
ん
か
？

議
会
を

傍
聴
で
き
ま
す
！

どなたでも傍聴可能です。
2階の議場の入り口にて
受付をしております。
お気軽にお越しください。

総 総務部 企 企画部 福 健康福祉部 経 生活経済部 建 建設部 教 教育部 選 選挙管理委員会書記長

Q
避
難
所
の
確
保
状
況
は
。

A

　

一
次
開
設
避
難
所
と
し

て
４
小
学
校
、
２
中
学
校
及
び

武
豊
高
校
と
総
合
体
育
館
、

町
民
会
館
の
計
８
カ
所
。
二
次

開
設
避
難
所
は
計
６
カ
所
。
福

祉
避
難
所
は
計
４
カ
所
。
他
に

指
定
避
難
所
以
外
と
し
て
、
民

間
宿
泊
施
設
１
カ
所
を
設
け
て

い
る
。

Q
応
急
仮
設
住
宅
を
建
て
る

場
所
の
確
保
は
ど
う
か
。

A　

武
豊
町
地
域
防
災
計
画

に
よ
り
、
計
13
カ
所
の
公
園
を

選
定
し
て
お
り
、
他
に
４
小
学

校
と
２
中
学
校
を
予
備
候
補

地
と
し
て
い
る
。

Q
応
急
給
水
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

A　
「
地
震
等
緊
急
時
対
応
の

手
引
き
」に
基
づ
き
日
本
水
道

協
会
に
支
援
申
請
。
他
事
業
体

な
ど
で
構
成
す
る
応
急
給
水
隊

が
到
着
す
る
ま
で
に
、
給
水
タ

ン
ク
等
を
町
職
員
に
よ
り
役
場

や
小
学
校
な
ど
９
カ
所
の
施
設

を
設
置
予
定
。

Q
避
難
所
で
の
ト
イ
レ
対
応
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
か
。

A　

簡
易
ト
イ
レ
お
よ
び
個

室
テ
ン
ト
の
セ
ッ
ト
を
90
基
備

蓄
済
。
携
帯
用
便
袋
は
９
万
４

５
０
０
枚
を
備
蓄
済
。
令
和
６

年
度
に
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
を

武
豊
小
学
校
、
武
豊
中
学
校
、

富
貴
中
学
校
へ
設
置
予
定
に
す

る
た
め
の
実
施
設
計
を
予
定
。

次
年
度
以
降
も
順
次
計
画
的

に
設
置
な
ど
を
進
め
て
い
く
。

総

総建建

▲一次開設避難所（武豊小学校）
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Q 能登半島地震からの教訓は

A 震災は発生すると捉え対策へ



政和クラブ  石川 よしはる
いしかわ

みらい  福本 貴久
ふくもと　たかひさ

会
派
代
表

２年後に住宅の耐震化率が
95％を超えるように、耐震改修
促進計画の推進を！

みらいは、令和６年度も籾山町
長をはじめ、町職員と一丸とな
り武豊町の発展のために尽力
する。

A　

ま
だ
実
施
し
て
い
な
い
、

富
貴
区
、
玉
西
１
区
、
市
原
区

か
ら
再
開
す
る
予
定
で
あ
る
。

Q
木
造
住
宅
耐
震
改
修
事
業
で
、

工
事
施
工
者
な
ど
が
、申
請
者
の

委
任
を
受
け
、補
助
金
の
受
領
を

代
理
で
行
う
、代
理
受
領
制
度
を

実
施
し
て
い
る
自
治
体
が
増
え
て

き
て
い
る
が
、本
町
で
も
制
度
を

導
入
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

る
が
、見
解
は
。

A　

来
年
度
の
補
助
事
業
か

ら
の
運
用
を
予
定
し
て
い
る
。

11　　議会たけとよ   No.187  2024年5月1日発行

Q 現状の住宅の耐震化率は

A 来年度以降に公表される

Q
先
日
の
新
聞
報
道
で
は
、
本

町
の
住
宅
の
耐
震
化
率
は
85
・

９
％
で
、
全
国
平
均
を
下
ま

わ
っ
て
い
た
。
公
表
さ
れ
た
耐

震
化
率
は
２
０
１
８
年
の
数
値

だ
が
、
も
っ
と
タ
イ
ム
リ
ー
に

把
握
で
き
な
い
の
か
。

A　

耐
震
化
を
促
進
す
る
に

あ
た
り
、
で
き
る
だ
け
短
期
間

で
、
耐
震
化
率
を
算
出
し
て
い

く
こ
と
は
、
現
状
把
握
が
し
や

す
く
、
目
標
設
定
が
し
や
す
い

た
め
、
有
効
で
あ
る
。
他
市
町

の
例
を
参
考
に
、
算
出
方
法
に

つ
い
て
、
検
討
す
る
。

Q
民
間
木
造
住
宅
耐
震
診
断

事
業
の
評
価
は
。

A　

対
象
で
あ
る
旧
耐
震
基
準

の
木
造
住
宅
の
51
・
６
％
が
実

施
し
て
い
る
が
、ま
だ
半
数
は

未
実
施
で
あ
り
、
更
な
る
情
報

発
信
が
必
要
で
あ
る
。

Q
中
止
に
な
っ
て
い
た
耐
震
診

断
ロ
ー
ラ
ー
作
戦
の
再
開
は
、ど

の
地
区
か
ら
再
開
す
る
の
か
。

Q
「
み
ら
い
要
望
書
」の
中
で
、

令
和
６
年
度
予
算
に
反
映
さ
れ

た
事
業
に
つ
い
て
伺
う
。

A　

主
な
も
の
と
し
て
、
中

央
公
園
な
ど
に
防
犯
カ
メ
ラ
設

置
、
富
貴
児
童
ク
ラ
ブ
移
転
新

築
、
50
歳
以
上
へ
の
帯
状
疱
疹

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
補
助
制
度
、

常
武
跡
地
に
新
エ
コ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
整
備
、
中
小
企
業
者
等

応
援
・
創
業
支
援
補
助
金
創
設
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
導
入
、

地
区
公
民
館
等
施
設
整
備
補

助
金
拡
充
、
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
な
ど
で
あ
る
。

Q ６年度の町長の思い「伸」は

A 伸展・発展という強い気持ち

Q
新
年
度
予
算
に
つ
い
て
、
町

長
の
思
い
で
あ
る「
伸
」が
、

ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ
て
い
る

の
か
。

A　

防
災
対
策
と
し
て
、
避

難
所
と
な
る
総
合
体
育
館
の
耐

震
・
避
難
所
資
機
材
の
充
実
。

環
境
対
策
と
し
て
、
地
域
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
計
画
・

旧
常
武
跡
地
に
資
源
回
収
エ
コ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
整
備
。
富
貴
児

童
ク
ラ
ブ
移
転
新
築
・
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
実
施
設
計
な
ど
、

積
極
的
な
予
算
編
成
を
し
た
。

Q
計
画
さ
れ
て
い
る
町
制
70
周

年
の
事
業
で
、ど
の
よ
う
に「
あ

た
ら
し
い
武
豊
」を
生
み
出
す
施

策
と
な
っ
て
い
る
の
か
。

A　

第
７
回
ふ
れ
あ
い
山
車

ま
つ
り
、
衣
浦
み
な
と
ま
つ
り

花
火
大
会
、
N
H
K
の
ど
自
慢

な
ど
を
開
催
し「
あ
た
ら
し
い

武
豊
」を
見
据
え
、
次
世
代
へ

引
き
継
ぐ
た
め
新
た
な
一
歩
を

踏
み
出
し
、
70
周
年
の
年
に
本

町
の
魅
力
を
広
く
発
信
し
て

い
く
。

建建

総

総 町長

建建



公明党議員団  甲斐 百合子
か い　　　ゆ り こ

本村　強
もとむら　 　つよし

正月の能登半島地震。一日も
早い復興を祈りながら、南海ト
ラフへの備えを。

災害時、誰一人取り残され
る事のないように、作成する
のが個別避難計画です！

会
派
代
表

個
人
質
問

Q
床
に
雑
魚
寝
が
な
ぜ
い
け

な
い
か
。
床
上
30
㎝
を
浮
遊
し

て
い
る
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
を
吸

い
込
み
感
染
し
て
し
ま
う
。
雑

魚
寝
で
は
運
動
不
足
に
な
り
、

エ
コ
ノ
ミ
ー
症
候
群
に
な
り
や

す
い
。「
歩
い
て
避
難
、
車
い
す

で
退
所
」は
断
じ
て
避
け
た
い
。

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
準
備
は
ど

う
か
。

A　

備
蓄
で
は
な
く
、
２
事

業
者
と
協
定
を
結
び
、
災
害
時

に
提
供
を
し
て
い
た
だ
く
。
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Q 避難所にTKB－48は

A 備蓄や事業者との協定

　
T
K
B－

48
：
Ｔ
は
ト
イ
レ
。Ｋ

は
キ
ッ
チ
ン･

食
事
、Ｂ
は
ベ
ッ

ド
。
48
は
T
K
B
を
48
時
間
以

内
に
避
難
所
に
設
置
。

Q
能
登
半
島
の
避
難
所
環
境
の

何
が
問
題
か
。「
ト
イ
レ
、
食
事
、

雑
魚
寝
」で
あ
る
。

　

ト
イ
レ
が
洋
式
で
な
い
と
足

腰
の
悪
い
人
は
我
慢
す
る
。
水

分
を
控
え
・
食
事
を
控
え
る
。

結
果
と
し
て
脱
水
症
や
体
調
不

良
に
な
る
。
準
備
し
て
い
る
ト

イ
レ
は
。

A　

簡
易
ト
イ
レ
、
凝
固
剤

用
携
帯
便
袋
、マ
ン
ホ
ー
ル
ト

イ
レ
、
応
急
仮
設
ト
イ
レ（
業

者
供
給
）、マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

を
令
和
７
・
８
年
度
で
新
規
設

置
予
定
。

Q
避
難
が
長
期
化
し
た
と
き

の
K
＝
食
事
の
備
蓄
状
況
は
。

A　

ア
ル
フ
ァ
米
、
缶
入
り
ソ

フ
ト
パ
ン
、
ク
ラ
ッ
カ
ー
を
避

難
想
定
数
４
５
０
０
人
の
１
日

３
食
、
３
日
分
を
備
蓄
し
て
い

る
。

　

目
標
と
し
て
は
、
優
先
度
の

高
い
方
か
ら
、
令
和
７
年
度
中

の
作
成
を
目
指
す
。

Q
予
算
が
必
要
だ
が
予
算
化

は
。

A　

状
況
の
進
展
に
よ
っ
て
、

補
正
予
算
も
考
え
て
い
き
た
い
。

Q
本
町
で
も
防
災
ア
プ
リ
の
導

入
を
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

A　

先
進
自
治
体
の
活
用
状
況

を
確
認
し
調
査
研
究
し
て
い
く
。

Q 個別避難計画に福祉参画は

A 防災・福祉で早期作成する

Q
個
別
避
難
計
画
作
成
に
つ
い

て
進
捗
状
況
は
、ど
う
で
す
か
。

A　

４
地
区
の
自
主
防
災
会

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
支
援
が

必
要
か
つ
自
主
防
災
会
の
人
的

支
援
で
避
難
支
援
可
能
な
避

難
行
動
要
支
援
者
を
合
計
７
名

選
出
し
、
町
と
自
主
防
災
会
で

「
個
別
避
難
計
画（
案
）」を
作
成

し
た
。

Q
個
別
避
難
計
画
作
成
に
お
い

て
、
福
祉
部
局
の
参
画
お
よ
び

連
携
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
お
考
え
で
す
か
。

A　

個
別
避
難
計
画
作
成
の

体
制
と
し
て

１
．対
象
者
の
優
先
度
検
討
、

お
よ
び
部
門
の
割
り
当
て
。

２
．防
災
と
福
祉
に
分
か
れ
、

割
り
当
て
ら
れ
た
対
象
者

に
対
し
、
計
画
作
成
の
協

力
依
頼
。

３
．訪
問
、
説
明
、
計
画
作
成
、

情
報
共
有
の
同
意
を
行
い
、

計
画
案
の
作
成
。

４
．計
画
案
の
確
認
と
避
難

訓
練
。

▲マンホールトイレ（祠峯公園）

総総

総 総

総総

総



公明党議員団  鳥居 美和
とりい　　　み わ

きずな  石川 喜次
いしかわ　    よしじ

個
人
質
問

選挙権の行使は、万人に認めら
れた権利。投票に困難を感じる
方に細やかな支援が必要！

「税収の増加」「新規雇用の
創出」などにつながる企業誘
致の促進を求める。
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Q 投票支援カード導入の考えは

A 導入自治体の状況調査参考に

Q 企業誘致の今後の取り組みは

A 事業化に向けた検討を進める

知
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Q
「
代
理
投
票
」な
ど
、
事
前

に
投
票
支
援
を
依
頼
す
る
制

度
は
あ
り
ま
す
か
。

A　

制
度
と
し
て
は
な
い
が
、

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
が
あ
れ

ば
、
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

Q
「
投
票
支
援
カ
ー
ド
」の
導
入

の
お
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

A　

 
導
入
自
治
体
の
状
況
を

調
査
す
る
な
ど
参
考
に
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

　
役
場
の
窓
口
で
、
親
切
に
心

の
こ
も
っ
た
対
応
は
、
全
て
の

町
民
の
願
い
。

Q
投
票
所
の
受
付
、
窓
口
に

目
、
耳
、
手
、
足
が
不
自
由
な

方
が
み
え
た
時
に
は
、
ど
の
よ

う
な
対
応
を
さ
れ
ま
す
か
。

A　

投
票
所
の
入
り
口
に
、

受
付
者
を
配
置
。
投
票
に
み
え

た
方
の
障
が
い
な
ど
の
状
態
に

合
わ
せ
た
対
応
を
行
っ
て
い

る
。

Q
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド

は
、投
票
所
の
ど
の
位
置
に
配
置

さ
れ
て
い
ま
す
か
。

A　

 
受
付
付
近
に
配
置
し
て

い
る
。

Q
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー

ド
の
周
知
は
。ま
た
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
は
掲
載
し
て
い
ま
す
か
。

A　

具
体
的
に
は
周
知
し
て
い

な
い
。支
援
を
必
要
と
す
る
人
に

と
っ
て
は
有
効
な
ツ
ー
ル
と
お
も

わ
れ
る
。今
後
、機
会
を
と
ら
え
周

選選 選

Q
人
材
不
足
に
よ
る
企
業
の

撤
退
リ
ス
ク
を
避
け
る
た
め

に
、
適
切
な
人
材
確
保
や
雇

用
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
が

課
題
と
考
え
る
が
。

A　

各
関
係
機
関
と
も
調
整

し
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
た
対

応
に
努
め
て
い
く
。

Q
積
極
的
な
企
業
訪
問
や
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
体
制
の
整
備
が

必
要
と
考
え
る
が
。

A　

必
要
に
応
じ
て
対
応
し

て
い
き
た
い
。

Q
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
は
。

A　

産
業
系
土
地
利
用
検
討

ゾ
ー
ン
を
設
定
し
、
企
業
誘
致

の
進
め
方
の
検
討
、
課
題
整
理

を
行
っ
て
い
る
。
令
和
４
年
に
は

企
業
に
対
し「
企
業
立
地
意
向

動
向
調
査
」を
実
施
し
た
。

Q
今
後
の
取
り
組
み
は
。

A　

令
和
６
年
度
、
事
業
化

に
向
け
た
造
成
計
画
や
概
略
の

計
画
図
な
ど
を
作
成
し
、
事
業

主
体
と
想
定
す
る
企
業
庁
な

ど
と
協
議
を
進
め
る
。そ
の
後
、

地
権
者
の
意
向
把
握
を
経
て
、

正
式
な
区
域
決
定
を
行
う
。

Q
他
の
自
治
体
と
の
差
別
化

を
図
る
に
は
、
町
独
自
の
優
遇

制
度
を
設
け
充
実
す
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
る
が
。

A　

現
行
の
優
遇
制
度
も
合

わ
せ
、
企
業
誘
致
が
よ
り
円
滑

に
進
む
よ
う
、
で
き
る
範
囲
で

効
果
的
な
支
援
に
努
め
て
い

く
。

経企

経 企建

選選

▲富貴工業団地

▲みんなに優しい受付・窓口



きずな  鈴木 一也
すずき　　かずなり

きずな  石原 壽朗
いしはら　 じゅろう

柔軟で自由な発想を取り入れ
るため学生との連携による知
多武豊駅西側整備を。

防災減災の観点から、
空き家解消に注力を。

個
人
質
問

性
が
高
ま
る
と
考
え
る
。

Q
Ｊ
Ｒ
武
豊
駅
の
南
側
の
丁

字
路
交
差
点
の
改
良
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

A　

環
状
の
交
差
点
形
状
で

あ
る
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
交
差

点
と
す
る
こ
と
を
基
本
に
愛
知

県
に
て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

近
年
、
県
内
で
の
導
入
も
増
え

て
お
り
、
信
号
機
の
設
置
が
不

要
で
、
災
害
時
に
も
安
全
な
交

通
処
理
が
可
能
の
た
め
緊
急
輸

送
道
路
で
あ
る
武
豊
港
線
に
は

適
し
て
い
る
と
考
え
る
。
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Q 今後のまちづくりは

A 官民連携の必要性が高まる

Q
駐
車
場
だ
け
目
立
つ
駅
前
を

町
の
玄
関
と
し
て
ど
う
思
う

か
。

A　

現
在
、
名
鉄
知
多
武
豊

駅
東
口
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
は
、

暫
定
的
に
利
用
中
で
、
上
下
水

道
な
ど
が
未
整
備
の
た
め
、
土

地
利
用
が
制
限
さ
れ
て
お
り
、

イ
ン
フ
ラ
を
必
要
と
し
な
い
駐

車
場
と
し
て
の
利
用
が
目
立
つ

状
況
と
な
っ
て
い
る
。
令
和
６

年
度
よ
り
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
を

予
定
し
て
お
り
、
整
備
後
は
、

今
以
上
に
、
土
地
利
用
の
可
能

性
が
広
が
る
と
考
え
る
。

Q
駅
東
や
県
道
拡
幅
事
業
で
得

ら
れ
た
も
の
で
、
駅
西
側
の
事

業
に
反
映
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
は
。

A　

本
町
で
初
と
な
る
町
施

行
に
よ
る
土
地
区
画
整
理
事
業

を
進
め
る
中
で
、
今
後
の
ま
ち

づ
く
り
に
は
、
民
間
事
業
者
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
せ
る
よ
う
な
、

業
務
代
行
方
式
や
包
括
委
託
方

式
と
い
っ
た
手
法
の
検
討
が
求

め
ら
れ
る
と
考
え
る
。
今
後
は
、

よ
り
一
層
の
官
民
連
携
の
必
要

る
。
指
定
エ
リ
ア
選
択
な
ど
課

題
も
あ
り
、
改
正
内
容
を
調
査

す
る
。

Q
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
に
よ

る
空
き
家
管
理
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
検

討
し
て
は
ど
う
か
。

A　

管
理
サ
ー
ビ
ス
が
出
来

る
か
も
含
め
、
調
査
研
究
し
て

い
く
。

Q
相
続
登
記
義
務
化
の
効
果

は
。

A　

所
有
者
不
明
物
件
の
発

生
が
抑
制
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

Q 判定評価の悪い空き家推移は

A 3年間で13棟減少している

　

管
理
不
全
空
き
家
の
倒
壊
で

緊
急
車
両
の
走
行
妨
害
な
ど
、

災
害
時
対
応
に
影
響
が
あ
る
。

Q
第
２
期
武
豊
町
空
き
家
等

対
策
計
画
を
策
定
し
、
そ
の
後

の
空
き
家
件
数
の
推
移
は
。

A　

計
画
策
定
段
階
で
老
朽

度
、
管
理
不
全
度
と
も
最
低
評

価
は
42
棟
あ
っ
た
が
、
こ
の
３

年
間
で
29
棟
ま
で
減
少
し
た
。

Q
町
の
空
き
家
解
体
費
用
補

助（
20
万
円
）を
、
町
内
業
者

を
活
用
す
れ
ば
上
乗
せ
す
る
な

ど
地
元
支
援
を
含
め
て
は
。

A　

現
状
で
は
空
き
家
対
策

を
目
的
と
し
て
お
り
、
今
後
の

検
討
課
題
と
す
る
。

Q
狭
い
道
路
沿
い
を「
空
き
家

等
活
用
促
進
区
域
」に
指
定
し

て
、
空
き
家
の
活
用
を
促
進
し

て
は
ど
う
か
。

A　

改
正
空
家
特
措
法
の
建

築
基
準
法
や
都
市
計
画
法
の
制

限
緩
和
で
活
用
の
幅
が
広
が

▲駅前町有地の暫定利用

▲管理不全の空き家は危険

建

建建

建 建

建

建

町長



みらい  櫻井 雅美
さくらい　　まさみ

個
人
質
問

町行政はその場限りのエピソー
ドではなく、エビデンスに基づ
いた施策を！

区の活動が崩壊するかも。近
隣住民の親睦が減り、大災害
時、共助に繋がらない。

みらい  久野　勇
く  の　   　   いさむ

　

最
近
の
区
の
問
題
点
は
、
主

に
活
動
の
中
心
的
な
担
い
手

で
あ
る
区
長
や
役
員
な
ど
の

引
受
け
手
不
足
、
区
へ
の
未
加

入
世
帯
の
増
加
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
よ
っ
て
区
の
活
動
、
存

続
の
重
要
性
を
考
え
、
質
問
し

ま
し
た
。

Q
行
政
と
区
の
関
係
は
。

A

　

地
域
の
自
治
を
行
う
区

(

自
主
組
織)

と
、
行
政
と
の
立

場
を
よ
く
理
解
し
連
携
を
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
と
認
識
し
て

い
る
。

Q
行
政
か
ら
区
に
委
託
し
て
い

る
仕
事
は
。

A　

町
の
発
行
物
等
の
配
布
、

区
の
要
望
意
見
の
提
出
、
防
犯

防
災
活
動
、
地
域
の
環
境
整

備
、
草
刈
り
等
、
主
に
12
項
目

を
委
託
契
約
し
て
い
る
。

Q
区
未
加
入
者
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

A　

特
に
若
い
世
代
の
住
民

意
識
の
変
化
、一
人
暮
し
や
共

働
き
世
帯
の
増
加
な
ど
、
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
よ
り
、

当
番
や
役
員
を
受
け
る
こ
と
が

困
難
と
い
う
こ
と
も
未
加
入
理

由
の
一
つ
と
思
う
。

Q
区
長
等
、
役
員
の
な
り
手
不

足
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

A　

区
長
の
負
担
軽
減
、
区

の
活
動
を
し
や
す
く
す
る
環
境

が
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。
区

長
の
負
担
軽
減
の
た
め
の
様
々

な
補
助
制
度
の
見
直
し
、
さ
ら

に
事
務
局
設
置
の
補
助
金
に
つ

い
て
も
今
後
の
課
題
と
す
る
。

総

総総総

Q 区に託された目標は

A 安全安心と親睦と協力活動
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Q 公営計画の南保育園民営化は

A 民営化の可能性を深堀りする

町長

支
援
課
だ
け
で
は
な
く
、
教
育

委
員
会
も
早
急
に
対
策
を
！

Q
放
課
後
こ
ど
も
教
室
の
設
置

に
対
す
る
考
え
は
。

A　

 
地
域
人
材
の
確
保
、
実

施
場
所
、
実
施
方
法
な
ど
の

課
題
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
も
、
子
育
て

世
代
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る

と
と
も
に
、
近
隣
市
町
の
運
営

方
法
な
ど
も
参
考
に
し
な
が

ら
、
情
報
収
集
に
努
め
て
参
り

ま
す
の
で
、ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　

保
育
士
不
足
に
よ
り
、
今
年

度
の
０
〜
２
歳
児
保
育
は
７
月

に
は
待
機
、
障
が
い
児
保
育
は

希
望
日
数
預
け
る
こ
と
が
で
き

ず
、
保
護
者
は
働
く
こ
と
が
で

き
な
い
。
男
女
共
同
参
画
社
会

実
現
に
向
け
、
官
民
の
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
、
保
育
運
営
を
進
め

な
く
て
は
な
ら
な
い
。

Q
南
保
育
園
は
公
設
公
営
計
画

で
す
が
、
民
営
化
に
つ
い
て
は
。

A　

第
６
次
武
豊
町
総
合
計

画
に
基
づ
く
実
施
計
画
で
は
、

公
設
公
営
を
想
定
し
、
令
和
７

年
度
に
基
本
設
計
、
８
年
度
に

実
施
設
計
を
予
定
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
令
和
５
年
９
月
定

例
議
会
に
お
け
る
議
員
か
ら
の

ご
助
言
や
、
民
間
事
業
者
か
ら

の
声
も
伺
っ
た
こ
と
か
ら
、
工

事
費
や
人
員
配
置
な
ど
に
つ
い

て
再
検
討
を
進
め
た
結
果
、
現

時
点
で
は
、
民
営
化
の
選
択
肢

も
考
え
ら
れ
る
状
況
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
80
人

以
上
の
待
機
！
所
管
の
子
育
て

教



とば ひさし

保育園の民営化を推進すれば、
町負担は４分の１となり給食費
無償化の財源は確保可能！

個
人
質
問

かじた　    すすむ

梶田  進

学校開放施設用のトイレ
に、洋式トイレが設置され
ていないトイレがある。改
善を求める。

Q
本
町
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
業
者

が
少
な
い
の
で
、
最
大
１
０
０

万
円
で
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
補
助
金

を
出
せ
な
い
か
。

A　

令
和
６
年
度
予
算
に
計

上
し
た「
創
業
支
援
補
助
金
」

「
中
小
企
業
者
等
応
援
補
助
金
」

の
補
助
金
を
活
用
し
、
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
に
必
要
な
、
厨
房
、
給

排
水
、
照
明
設
備
、
冷
蔵
庫
、

冷
凍
庫
等
の
備
品
、
内
装
や
外

装
の
改
修
に
か
か
る
費
用
な
ど

が
補
助
対
象
と
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
有
効
活
用
し
て
く
だ

さ
い
。
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Q 給食費を無償化できないか

A 慎重な検討が必要

Q
中
学
校
・
小
学
校
、
保
育
園

の
給
食
費
は
年
間
で
い
く
ら
か
。

A　

中
学
校
・
小
学
校
で
約

２
億
２
０
０
０
万
円
、　

 

保
育

園
で
約
１
億
３
５
０
万
円
。

Q
大
府
市
が
給
食
費
の
無
償
化

（
中
学
校
の
み
で
知
多
半
島
初
）

を
実
施
。
本
町
で
も
給
食
費
の

無
償
化
が
で
き
な
い
か
。

A　

実
施
に
向
け
て
は
、
財
政

負
担
の
慎
重
な
検
討
が
必
要
。

Q
国
が
２
分
の
１
、
県
が
４
分

の
１
の
費
用
負
担
を
し
て
く
れ

る
の
で
、
本
町
の
保
育
園
運
営

費
用
負
担
は
４
分
の
１
と
な

り
、
全
保
育
園
を
民
営
化
す
れ

ば
、
概
算
で
最
大
７
〜
９
億
円

の
経
費
削
減
が
で
き
る
。
浮
い

た
経
費
を
財
源
に
給
食
費
の

無
償
化
を
実
施
で
き
な
い
か
。

A　

削
減
分
は
給
食
費
に
限

ら
ず
、
町
全
体
の
施
策
バ
ラ
ン

ス
を
見
な
が
ら
有
効
活
用
す
る

が
、
現
在
の
最
優
先
課
題
は
他

に
あ
る
。

Q
学
校
施
設
開
放
に
供
し
て

い
る
施
設
が
、
災
害
時
一
次
避

難
所
と
な
っ
た
場
合
、
ト
イ
レ

の
確
保
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

A　

一
次
開
設
避
難
所
お
よ

び
町
の
防
災
倉
庫
に
は
避
難
者

想
定
数
４
５
０
０
人
に
対
応
で

き
る
各
種
災
害
用
ト
イ
レ
を
備

蓄
し
て
い
る
。マ
ン
ホ
ー
ル
ト

イ
レ
は
富
貴
小
学
校
10
基
設
置

済
。
今
後
、
武
豊
小
学
校
、
武

豊
中
学
校
、
富
貴
中
学
校
に
設

置
を
予
定
し
て
い
る
。

Q 洋式トイレの設置は

A 計画的に改修を進める

Q
学
校
開
放
施
設
に
設
置
さ
れ

て
い
る
ト
イ
レ
に
、
洋
式
ト
イ
レ

が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
ト
イ
レ

が
あ
る
。
何
カ
所
あ
る
の
か
。

A　

洋
式
ト
イ
レ
の
無
い
ト

イ
レ
が
４
カ
所
あ
る
。

Q
洋
式
ト
イ
レ
の
無
い
４
カ
所

に
つ
い
て
、
今
後
の
修
繕
計
画

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

A　

こ
れ
ま
で
は
校
舎
内
の

ト
イ
レ
の
洋
式
化
、
老
朽
化
の

改
修
を
行
っ
て
き
た
。

　

富
貴
小
学
校
運
動
場
の
ト
イ

レ
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
度
、

児
童
ク
ラ
ブ
建
て
替
え
に
合
わ

せ
て
、
洋
式
ト
イ
レ
を
持
つ
ト

イ
レ
と
す
る
。

　

校
舎
外
の
体
育
館
や
武
道

場
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
付
随
す
る

ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、
令
和
７

年
度
に
武
豊
小
学
校
、
衣
浦
小

学
校
、
富
貴
中
学
校
体
育
館
ト

イ
レ
、
武
豊
中
学
校
武
道
場
ト

イ
レ
の
設
計
委
託
を
予
定
し
て

い
る
。
令
和
８
年
度
に
、
７
年

度
設
計
を
も
と
に
改
修
工
事
を

実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

▲改修前の富貴小グラウンドトイレ

▲武豊町
　中小企業者等
　応援補助金

▲武豊町
　創業支援補助金

教教福

福

教教

総

経



政和クラブ  南  賢治
みなみ　　けんじ

きずな  谷川 健一郎
たにがわ　  けんいちろう

個
人
質
問

町制70周年記念事業は、
メイン事業の3点だけで、
十分な気がします。

Q
記
念
事
業
は
ど
の
よ
う
な
物

が
あ
り
、
予
算
は
。

A　

令
和
６
年
度
に
実
施
す

る
主
な
事
業
は「
衣
浦
み
な
と

ま
つ
り
花
火
大
会
」４
５
０
０

万
円「
武
豊
ふ
れ
あ
い
山
車
ま

つ
り
」４
９
０
０
万
円 「
記
念

式
典
」６
７
６
万
５
千
円
の
３

つ
の
事
業
で
、
１
億
７
６
万
５

千
円
。

　

令
和
５
年
度
実
施
事
業
で
７

０
０
万
円
。
令
和
６
年
度
に
実

施
す
る
22
事
業
合
わ
せ
て
１
億

６
２
５
３
万
５
千
円
で
あ
る
。

Q
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
経

て
決
め
ら
れ
た
の
か
。

A　

 
メ
イ
ン
事
業
と
な
る

「
武
豊
ふ
れ
あ
い
山
車
ま
つ

り
」で
は
、 

令
和
５
年
３
月
開

催
の
区
長
会
の
折
に「
町
制
70

周
年
で
も
、
ぜ
ひ
、 

山
車
ま
つ

り
を
開
催
し
、
町
民
み
ん
な
で

70
周
年
を
お
祝
い
し
た
い
」 

と

の
お
声
が
け
を
い
た
だ
き
、
開

催
に
向
け
賛
同
を
得
た
も
の

で
あ
る
。「
ア
イ
デ
ア
提
案
事

業
」で
は
、
広
く
公
募
を
行
い
、

わかりやすい資料の電子化、
公開をすることで広く理解され
る予算編成を。

Q
昨
年
９
月
に
提
出
し
た
会

派
き
ず
な
予
算
措
置
の
要
望

書
の
中
で
令
和
６
年
予
算
に

反
映
さ
れ
た
も
の
は
。

A

　

一
部
を
紹
介
す
る
と
、①

公
共
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
推
進
、

②
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
改
修
、

③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
便

性
向
上
、④
防
犯
グ
ッ
ズ
購
入

費
用
等
助
成
拡
充
、⑤
児
童
ク

ラ
ブ
の
さ
ら
な
る
充
実
、⑥
帯

状
疱
疹
予
防
接
種
費
用
の
助

成
、⑦
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
増

設
、⑧
無
電
柱
化
推
進
、⑨
学

校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
積
極
活
用
、

⑩
地
区
公
民
館
補
助
金
制
度

拡
大
で
あ
る
。

Q
本
予
算
案
を
調
査
す
る
に

あ
た
り
、
議
会
向
け
予
算
説
明

参
考
資
料
が
と
て
も
参
考
に

な
っ
た
。
広
く
予
算
を
理
解
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
本
資
料
を

住
民
に
公
開
で
き
な
い
か
。

A　

広
く
情
報
を
公
開
す
る

た
め
令
和
６
年
度
予
算
か
ら
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
す
る
。

Q
各
特
別
会
計
事
業
の
給
付

費
上
昇
を
抑
え
る
た
め
、
町

の
対
応
は
。

A　

医
療
給
付
費
で
は
、
早

期
発
見
や
重
症
化
予
防
な
ど

を
介
護
給
付
費
で
は
、
介
護
予

防
が
必
要
な
方
を
早
期
把
握

し
、
各
サ
ロ
ン
等
に
て
介
護
予

防
を
行
う
。

Q
物
価
高
騰
の
影
響
に
よ
る

水
道
料
金
改
定
の
考
え
は
。

A　

今
後
の
水
道
ビ
ジ
ョ
ン

改
訂
等
を
踏
ま
え
検
討
す
る
。

福建

総

▲電子化される予算説明参考資料

▲メイン記念事業

Q 予算説明参考資料の公開は

A 武豊町HPに公開する
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Q 記念事業費の内容は

A メイン事業以外19事業

２
事
業
を
選
考
し
て
い
る
。 

ま

た
、
町
主
催
お
よ
び
共
催
事

業
で
は「
公
民
館
ま
つ
り
」「
ふ

る
さ
と
ま
つ
り
」お
よ
び「
産

業
ま
つ
り
」と
い
っ
た
既
存
の

事
業
を 

は
じ
め「
目
指
せ
！

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
た
け
と

よ 

日
め
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
」

「
下
水
道
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た 

デ

ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」 

と
い
っ

た
新
規
事
業
を
取
り
入
れ
、

広
く
町
民
が
参
加
で
き
る
事

業
と
し
て
選
定
し
た
。 

記
念

事
業
の「
基
本
理
念
」を
踏
ま

え
、
ご
提
案
を
し
た
。

総企

町長


